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　本研究では Mnを他の 3d金属に変えた場合，CuMPt6 合金（M＝ 3d金属）でどのような規則格子が出現
するのか，またそれら合金が有する構造物性，物理的な性質はどのように変化するかを，X線および電子線
回折法を用いて調べた。その結果は以下のとおりである。
1） 新たに，M＝ Feの場合には単結晶を用いた X線回折実験から ABC6 型規則格子および Cu3Au型規則格
子の存在を確認し，2段階相転移を示す三元合金の例が増えた。M＝ Crの場合では，ABC6 型規則格子
を示す反射位置では超格子反射は現れなかったが，散漫散乱の存在を確認し，低い温度，長い熱処理時
間にて，ABC6 型規則格子の出現を期待させた。その他 M＝ Ti，V，Fe，Coの場合，Cu3Au型規則格子
のみを，M＝ Niの場合には不規則相のみを観測した。












審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究では三元合金 CuMPt6（M＝ 3d金属）に対して回折手段を用いたミクロ構造学的測定を中心に構造
物性と物理的性質との情報を得るために系統的研究を実施し，その新しい物質特性を論じたことは非常に意
義がある。今後，この種の研究が実施される場合には，本研究がその指針になることであろう。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
